
・自生していたヤマブドウ1000本から、
約30年かけて３本を選抜。
・標高500mの高原で、冷涼な気候かつ
無霜地帯のため、ヤマブドウの栽培に
適している。

・蒜山地域のブランド力向上に貢献。
・優良選抜した株の品種登録を予定。
・大手企業と競って受賞する品質。
・ワイナリーにショップを設け、対面販売
し、顧客のニーズを聞き取り、商品開発
に反映。

【果樹】ヤマブドウでワイン製造の取組（ひるぜんワイン（有）） 【岡山県真庭市】

ヤマブドウに着目したポイント

経験的に健康に良いとされていた
ヤマブドウには、「抗炎症・抗アレル
ギー効果」及び「皮膚発がん性の抑
制効果」があるとされている。

・真庭市は、北部の蒜山高原から南部に広がる平坦地ま
で標高差も大きく、気象・地形条件も多様で豊かな自然
環境に恵まれている。
・蒜山は、標高500mの高原地帯で、平均気温10.7℃、年
間降水量2,020mmの冷涼な気候である。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

・農業と観光業の連携・相
乗効果により地域経済へ
の波及効果。

・農業試験場から挿し木
の方法について指導を受
けた。
・岡山大学にて、栽培マ
ニュアルの作成や機能性
等の研究を行い、３つの
特許を取得。
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・労働時間は100時間/10ａ以下のため、
生産者は副業的に取り組んでいる。
・栽培面積は、現在の２倍程度（16ha）ま
で拡大しても経営できる状況。
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【実績】
・栽培面積 約８ha

（平成29年）
・毎年、様々なワインのコン
クールで入賞。
・ジャパン・ワイン・チャレンジ
2015で、ロゼワインで金賞を
受賞。

【今後の展望】
・自社ほ場の拡大、農家への
優良種植栽推進等のための
栽培技術者の育成。
・ヤマブドウ及び他の果物を使
用したリキュール、グラッパ、ブ
ランデーなどの商品開発。
・Ｉ ターン者の雇用を検討。

ヤマブドウのワイン

平棚オールバック仕立てのヤマブドウ


